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要

七
尾
城
下
町
遺
跡
は
、
七
尾
市
街
地
の
南
東
約
三
航
、
七
尾
市
古
城
町
か
ら

古
屋
敷
町

一
帯
の
山
麓
部
に
位
置
す
る
。
同
遺
跡
は
、
越
中
と
能
登
の
境
を
な

す
石
動
山
系
の
一
画
に
普
請
さ

れ
た
山
城

「七
尾
城
」
跡
と
連

動
す
る
も
の
で
、
街
区
割
り
に

基
づ
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

七
尾
城
と
七
尾
城
下
町
は
、
戦

国
期
に
能
登
の
守
護
職
に
補
任

さ
れ
た
畠
山
氏
に
よ
り
構
築
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
主
要
域
は

東
の
木
落
川
、
西
の
大
谷
川
に

挟
ま
れ
た
約
二
〇
〇
ｈａ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
七
尾
城
跡
は
、
標
高
約
三
〇
〇
ｍ
に
所
在
す
る
主
郭
を
軸
に
、
扇

を
広
げ
た
よ
う
に
派
生
す
る
尾
根
の
自
然
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
て
普
請
さ
れ

た
連
郭
式
曲
輪
群
で
、　
一
九
三
四
年
に
は
総
石
垣
造
り
の
主
郭
九

・
入
ｈａ
が
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
、
七
尾
城
下
町
遺
跡
は
標
高
約
六
〇
―
四
〇

ｍ
の
緩
傾
斜
地
に
所
在
す
る
が
、
現
状
で
は
ほ
と
ん
ど
遺
構
は
露
出
し
て
い
な

い
。七

尾
城
下
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
九

一
年
に
城
下
町
口
部
で
行
な
わ

れ
た
シ
ッ
ケ
地
区
を
最
初
と
す
る
。
同
調
査
で
は

一
六
世
紀
の
町
家
と
み
ら
れ

る
遺
構
群
や
生
活
色
豊
か
な
遺
物
群
が
発
見
さ
れ
、
七
尾
城
下
町
の
一
端
を
は

じ
め
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た

（七
尾
市
教
育
委
員
会

『七
尾
城
シ
ッ
ケ
地
区
遺

跡
発
掘
調
査
報
差塁
塁

〈
一
九
九
二
年
》
。
そ
の
後
、　
一
九
九
二
年
度
か
ら
は
、
七

尾
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
城
下
町
の
概
要
の
解
明
を
目
指
し
た
範
囲
確
認
調

査
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
七
年
度
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
整
然
と
形
成

さ
れ
た
城
下
町
の
町
並
み
に
、
各
階
層
の
住
民
が

『独
楽
亭
記
』
（天
文
〓
二
年

全

五
四
四
〉）
に

「千
門
万
戸
」
と
記
述
さ
れ
た
様
子
を
紡
彿
と
さ
せ
る
よ
う

な
状
況
で
集
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

今
回
の
調
査
は
こ
の
範
囲
確
認
調
査
の
三
年
め
に
あ
た
る
も
の
で
、
調
査
地

は
シ
ッ
ケ
地
区
の
南
西
約
二
〇
〇
ｍ
の

「西
光
寺
」
と
い
う
地
名
が
伝
え
ら
れ

る
水
田
の
う
ち
幅
三
ｍ
×
長
さ
二
五
ｍ
の
範
囲
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
シ

ッ
ケ
地
区
な
ど
と
同
じ
方
位
の
礎
石
建
物
や
屋
敷
割
り
の
石
列
、
溝
や
土
坑
な
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ど
の
遺
構
群
が
出
上
し
た
。

木
簡
は
調
査
区
中
央
部
で
検
出
し
た
土
坑
状
遺
構
の
底
部
か
ら

一
点
出
土
し

た
。
こ
の
遺
構
は
他
の
遺
構
と
同
様
に

一
六
世
紀
の
も
の
で
、　
一
辺
約
二
ｍ
、

深
さ
約

一
。
二
ｍ
を
測
り
、
埋
土
に
は
性
格
不
明
の
木
片
が
多
く
含
ま
れ
て
い

た
。
な
お
、
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
底
部
に

「吉
」
と
朱
書
さ
れ

た
漆
器
椀
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

い
　
。
「
ｏ
＜
次
郎
三
郎
乃
物

。
「
ｏ
＜
次
□
三
郎
乃
物

下
端
の
一
部
が
折
損
し
て
い
る
。
上
端
に
は
意
図
的
に
あ
け
ら
れ
た
釘
孔
と

み
ら
れ
る
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
表
面
の
文
字
は
肉
眼
で
も
ほ
ぼ
判
読
可
能

で
あ
る
が
、
裏
面
は
磨
減
や
損
傷
が
激
し
く
、
判
読
困
難
な
状
態
で
あ
る
。
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